
サステナビリティ経営／重点取り組み（マテリアリティ）

　2018年度より、ESG（環境・社会・ガバナンス）、SDGs（持続可能な開発目標）の視点を踏まえ、環境対策を含めた従来の

CSR活動のマネジメント体制を大幅に見直しました。CEOを議長とする「サステナビリティ推進会議」を創設し、トップのリーダー

シップのもと、事業を通じた社会的課題の解決と企業価値向上を両輪とする持続可能な経営を目指します。

　サステナビリティに関する課題を当社グループの経営基盤を支える重要課題と捉え、サステナビリティ基本方針と5つの基準・方

針に基づき取り組みを進めています。

　2023年6月には「お取組先行動規範」を新たに制定しました。お取組先および調達先にご理解、実践いただくことで、持続可能な

サプライチェーンの構築に向けて協働してまいります。

参画しているイニシアティブ／社外からの評価
　サステナビリティの取り組みを深化させるために参画しているイニシアティブと、サステナビリティの取り組みに対する社外

からの評価を一部抜粋してご紹介します。
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社外からの評価
2023年3月に、国連が提唱する「国連グ
ロ ー バ ル・コンパクト（United Nations 
Global Compact：UNGC）」の理念に賛
同し、署名いたしました。UNGCが提唱
する人権・労働・環境・腐敗防止の4分野
に関する10原則を遵守・実践し、企業と
しての社会的責任を果たしていきます。

2023年度構成銘柄
各セクターにおいて相対的に、環境、社会、ガバナンス

（ESG）について優れた対応を行っている日本企業のパ
フォーマンスを測定するために設計。また、低炭素経済
への移行を促進するため、特に温室効果ガス排出量の
多い企業については、TPI経営品質スコアにより改善の
取り組みが評価される企業のみを組み入れています。

2023年度構成銘柄
ESG（環境・社会・ガバナンス）に優れた取り
組みを行う約300社が構成銘柄に選定され、

「SOMPOサステナブル運用」に活用されます。

構成銘柄（2023年6月時点）
MSCIが新たに開発した性別多様性スコアに基づき、業
種内で性別多様性に優れた企業を選別して構築。MSCI 
ESGリサーチが非常に深刻な不祥事を起こしている、あ
るいは人権や労働者権利において深刻な不祥事を起こ
していると評価する企業は対象外となります。
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2022年に気候変動に関するCDP調査において最高評価となる「A
リスト」企業に選定されました。
当社グループは、気候変動により積極的に対応するため、2021年
に「気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD）」の提言に賛同
しました。複数のシナリオに基づき、分析を行い、取り組みの見直
しを行いながら推進しています。
2050年環境長期目標に「温室効果ガス排出量実質ゼロ」を掲げて
おり、2022年以降は、この目標に向けて省エネ・創エネ・再エネの
3軸で取り組んでいます。

2023年度推進体制

サステナビリティ推進体制

※「HDS」は「ホールディングス」を表しています。

※１ FTSE Russell（FTSE International Limited と Frank Russell Companyの登録商標）はここに三越伊勢丹ホールディングスが第三者調査の結果、FTSE Blossom Japan Sector Relative Index組み入れの要件を満たし、本イン
デックスの構成銘柄となったことを証します。FTSE Blossom Japan Sector Relative Indexはサステナブル投資のファンドやほかの金融商品の作成・評価に広く利用されます。

※２ 三越伊勢丹ホールディングスのMSCIインデックスへの組み入れ、およびMSCIのロゴ、商標、サービスマークまたはインデックス名の使用は、MSCIまたはその関連会社による三越伊勢丹ホールディングスの後援、推薦または
プロモーションではありません。MSCIインデックスはMSCIの独占的財産です。MSCIおよびMSCIインデックスの名称およびロゴはMSCIまたはその関連会社の商標またはサービスマークです。

三越伊勢丹グループのサステナビリティに関する方針

企業倫理行動基準

人権方針

調達方針

環境方針

コーポレート・ガバナンス
ガイドライン

社会に対する企業の責任として、
社会のさまざまな課題に向き合い、

企業活動を通じてその解決に貢献することで、
関わりのあるすべての人々の豊かな未来と、

持続可能な社会の実現に向け
役割を果たしていきます。

サステナビリティ基本方針

当社グループ お取組先・調達先

　ガバナンスやコミュニケーションを基盤として、3つの重点取り組みを推進します。

　重点取り組みは、本業を生かして取り組むことができる課題であるか、当社グループが取り組む意義があり、成果を上げることが

できる課題であるかという観点から、「人・地域をつなぐ」 「持続可能な社会・時代をつなぐ」 「従業員満足度の向上」を掲げました。

三越伊勢丹グループの重点取り組み（マテリアリティ）

重点取り組み❶
人・地域をつなぐ

主な取り組み項目

地域社会との協創
●地域活性化
●社会貢献活動

文化・伝統の振興・継承
●文化・伝統事業への貢献
●次世代支援・育成

未来を拓く「人とのつながり」
●あたらしい顧客体験の提供

重点取り組み❷
持続可能な社会・時代をつなぐ

主な取り組み項目

脱炭素社会に向けて
●TCFD提言に沿った情報開示
●温室効果ガス排出削減の取り組み

サプライチェーン・マネジメント
●循環型社会に向けた4Rの取り組み
●責任ある調達
●品質管理の取り組み

重点取り組み❸
従業員満足度の向上

主な取り組み項目

コミュニケーション

ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
●女性活躍推進　　　●ハラスメント防止
●障がい者活躍推進　●人権に関する方針

生涯CDPの推進
●人財育成　●キャリアアップ
●適所適財　●グループ内外のつながり

ライフワークバランスの実現
●総実労働時間の短縮　●ヘルス＆メンタルケア
●多様性のある働き方

グループガバナンス・コミュニケーション
お客さま、株主・投資家、お取組先、地域社会、コミュニティといったステークホルダーと良
好な関係を構築するとともに、経営機構改革とあわせて、コーポレート・ガバナンス改革を
推進しています。

コーポレート・ガバナンス

リスクマネジメント

コンプライアンス

お取組先行動規範

豊かな未来を創造するための
地域連携・コミュニティ支援

脱炭素社会の実現と
持続可能な調達（環境・人権への配慮） 人的資本経営

お取組先や調達先とともに
持続可能なサプライチェーンを構築します

お客さまに安全・安心な商品・サービスを提供
するために法令遵守や品質管理のほか、人権や
環境への配慮など、ご理解・ご協力いただきたい
事項をまとめています。
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